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【目的】姫路薬剤師会の有志グループ「こども未来の

会」では高校生以下の未成年対象に、年齢に応じた分か

りやすいツールを使い喫煙防止教育を行ってきた。今回 
われわれは授業を通じて児童がどのようなメッセージを 
受け止めているかなど意識調査を行ったので報告する。 

 
【方法】平成１７年中に、小学校１年生５６名、男子学

生が主な A 工業高校２９４名、普通科 B 高校２年生２

６１名に喫煙防止教室を行った。小学校１年生に対して

は、授業の直前・直後、１ヶ月後の 計３回、高校につ

いては 直後１回のアンケートを実施した。どちらも 

無記名自記式とした。 

 
【結果】 小学校１年生では直前アンケートでは 「た

ばこを吸ってみたいと思いますか？」の問いかけに 家

族にたばこを吸う人がいると答えた３３名のグループは、

４名・１２％が吸ってみたいと答えた。  
家族にたばこを吸う人がいないと答えた２３名のグルー

プは、吸いたいと答えた人は ゼロ人だった。 
禁煙防止授業直後のアンケートでは「吸ってみたい」は

ゼロ人となった。 
しかし１ヶ月後のアンケートでは、「大きくなったらた

ばこを吸うと思いますか？」の問いには、「吸うと思

う」が２名・３％ 「分からない」が８名・１４％だっ

た。 

高校２校については、男女比が異なるため、多少の喫煙

に関する意識の差があったものの、両校ともたばこを吸

い始めた年齢は、小学生２０％・１９％、中学生   

５４％・６０％だった。 

 
【結語】小学校の調査から繰り返したばこの害を伝えて

いくことの重要性が示唆された。さらに高校生の調査か

ら小学校のうちに「たばこの害」について伝える 「最

初の１本を口にしない」教育の重要性が示唆された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


